
「
忠
臣
蔵
図
書
館
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再
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メ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表　

中
島
康
夫

平
成
二
十
三
年
八
月
、
仙
石
伯
耆
守
の
御
子
孫
大
内
満
利
子
様
の
ご
努
力

に
よ
り
、中
央
義
士
会
の
初
期
の
帳
簿
や
史
料
が
、ほ
ぼ
全
部
が
返
っ
て
き
た
。

な
か
で
も
、
中
央
義
士
会
の
会
報
「
義
士
精
神
」
が
製
本
さ
れ
た
形
で
、

全
巻
返
っ
て
き
た
事
は
何
よ
り
も
う
れ
し
い
事
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
、
義

士
研
究
者
の
全
て
の
方
々
に
、
陽
を
当
て
る
事
は
間
違
い
な
い
。
製
本
さ
れ

た
「
義
士
精
神
」
は
、一
冊
が
五
セ
ン
チ
程
の
厚
さ
に
な
っ
て
お
り
、そ
れ
が
、

二
十
五
冊
、
約
三
百
四
十
四
冊
残
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
製
本
さ
れ
た
冊
子
は
、
要
は
、
義
士
会
発
足
の
一
号
か
ら
百
三
十
八

号
ま
で
揃
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
在
ま
で
、
私
個
人
バ
ラ
で
五
十
冊
程
度

し
か
保
有
し
て
お
ら
ず
、
三
十
年
間
神
田
古
書
街
を
闊
歩
し
て
目
に
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
冊
子
で
あ
る
。

そ
の
他
、
中
央
義
士
会
分
会
「
新
民
会
」
の
会
報
〝
新
民
〟
も
故
鳥
羽
正

雄
博
士
の
未
亡
人
鳥
羽
佐
多
様
よ
り
全
巻
寄
贈
さ
れ
た
百
五
十
冊
を
含
め
、

義
士
研
究
の
専
門
書
も
全
巻
三
セ
ッ
ト
か
ら
五
セ
ッ
ト
程
も
揃
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
改
め
て
、
最
後
の
奉
公
と
し
て
「
忠
臣
蔵
図
書
館
」
の
再
開
を

目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

保
有
し
て
い
る
冊
子
は
全
部
運
び
込
ま
れ
た
も
の
の
整
理
が
追
い
つ
か

ず
、
あ
く
せ
く
の
毎
日
で
も
あ
る
。

こ
う
し
て
い
る
な
か
に
も
、
こ
の
度
、
神
田
古
書
組
合
の
文
泉
堂
社
長
小

西
重
兵
衛
氏
と
専
属
の
取
引
を
願
い
、
赤
穂
義
士
研
究
の
専
門
書
並
び
に
稀

書
は
探
し
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、
専
門
書
は
益
々
増
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

会
員
で
あ
れ
ば
、
貸
し
出
し
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

・「
忠
臣
蔵
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」
再
開
の
メ
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世の忠臣蔵ファンの皆様へ

寄附のお願い

　元禄赤穂事件の真実を研究して、後世に伝えるためＮＰＯ法人の維持にご協力下さい。
　当法人の活動に賛同される皆様にご寄付をお願いしております。

寄附の方法／次の郵便振替口座にお振り込み下さい。振込手数料はご負担下さい。

（特非）忠臣蔵を守る会　　００１９０－０－３４６０３８
　
特典
　ご寄付いただいた方の「忠臣蔵顧問」をさせていただきます。忠臣蔵に関するご質問など、
何でもお答えいたします。また、当会作成の、小冊子をお送りいたします。
詳しくは、下記事務局へ
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（1）

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼

忠臣蔵だより
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平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日
（
木
）、
大
石
主
税
や
堀

部
安
兵
衛
ら
が
切
腹
し
た
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
跡
（
現
イ
タ

リ
ア
大
使
館
）
を
見
学
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
見
学
の
申
請
を
出
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

許
可
が
出
な
か
っ
た
場
所
で
す
。

今
回
の
見
学
に
つ
い
て
は
十
二
月
十
一
日
、
両
国
元
禄
市

に
お
い
て
、
中
央
義
士
会
中
島
理
事
長
よ
り
イ
タ
リ
ア
大
使

館
に
入
れ
る
旨
の
お
話
し
が
あ
り
、
見
学
の
労
を
取
っ
て
い

た
だ
い
た
吉
田
泰
仁
氏
の
他
、
元
禄
市
に
協
力
参
加
し
て
い

た
、
平
日
に
見
学
が
可
能
な
、
中
島
、
冨
岡
、
若
林
、
三
輪
、

丸
山
と
筆
者
（
荻
原
）
の
計
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

十
五
日
朝
九
時
三
〇
分
に
港
区
三
田
の
イ
タ
リ
ア
大
使

館
前
に
集
合
、
通
用
門
を
入
っ
て
か
ら
、
空
港
の
搭
乗
口
の

よ
う
な
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
通
り
、
館
内
の
部
屋
で
案

内
を
し
て
い
た
だ
く
ペ
ッ
シ
・
ロ
ベ
ル
ト
さ
ん
の
ご
挨
拶
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
大
使
館
が
こ
の
地
に
移
っ

た
の
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
年
）、
そ
の
前
の
明
治
、

大
正
、
昭
和
の
始
め
ま
で
は
松
方
侯
爵
邸
だ
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
遡
る
と
、
江
戸
時
代
は
松
平
隠
岐
守
中
屋
敷

で
し
た
。
討
入
り
の
後
主
税
や
安
兵
衛
を
預
か
っ
た
元
禄
時

代
の
当
主
は
、
松
平
（
久
松
）
隠
岐
守
定
直
で
す
。

一
通
り
の
説
明
の
後
、
部
屋
か
ら
外
に
出
る
と
、
公
邸
建

物
の
前
に
は
広
大
な
芝
生
の
庭
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

庭
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
池
が
あ
り
、
池
の
対
岸
の
こ
ん

も
り
と
し
た
築
山
と
紅
葉
し
た
木
々
や
庭
石
の
配
置
が
す

ば
ら
し
く
、
ま
さ
に
都
内
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
大
名
庭
園

の
一
つ
で
、
名
園
と
言
う
に
相
応
し
い
景
色
で
す
。

元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
に
大
石
主
税
以
下
九
名
が
、

討
入
り
後
松
平
隠
岐
守
に
お
預
け
と
な
り
、
元
禄
十
六
年
二

月
四
日
に
こ
の
地
で
切
腹
し
ま
し
た
。
切
腹
し
た
場
所
は
当

時
の
大
書
院
の
庭
で
、
現
在
は
池
に
な
っ
て
い
て
、
切
腹
地

を
永
遠
に
残
す
た
め
池
に
し
た
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま

す
。
ペ
ッ
シ
さ
ん
の
説
明
で
は
、
現
在
の
池
は
後
に
元
あ
っ

た
池
を
大
き
く
し
た
も
の
で
、
元
の
池
は
現
在
の
池
の
東
側

に
あ
た
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
従
っ
て
、
切
腹
し
た
位
置
は

現
在
の
池
の
東
側
近
辺
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
築
山

は
こ
の
池
を
掘
っ
た
際
の
土
を
盛
り
上
げ
て
造
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

参
加
者
一
同
は
庭
か
ら
池
を
廻
り
、
築
山
に
向
か
い
ま
し

た
。
途
中
、
池
に
架
か
る
朱
色
の
太
鼓
橋
を
渡
り
、
と
て
も

都
心
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
、
木
々
の
生
い
茂
る
山
道
を

登
っ
て
、
平
ら
な
頂
上
に
到
着
。
そ
こ
に
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
元
禄
事
件
の
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
記
念
碑
は
池

に
向
い
て
大
き
な
台
と
な
る
石
の
上
に
立
ち
（
北
面
）、
お

お
よ
そ
縦
二
．
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
石
造
り
で
す
。
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
年
）
に
当
時
の
イ
タ
リ
ア
大
使
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
、
表
面
に
日
本
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
両
方
で
、

碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

文
は
徳
富
蘇
峰
の
も
の
で
、
十
五
字
×
十
二
行
に
渡
り
義

士
十
名
の
名
と
、
こ
の
地
で
切
腹
し
た
こ
と
、
忠
烈
の
十

名
を
顕
彰
し
永
遠
に
伝
え
る
た
め
に
こ
の
碑
が
作
ら
れ
た

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
碑
が
建
立
さ
れ
た
年

代
も
刻
印
さ
れ
て
い
ま
す
が
昭
和
十
四
年
十
月
の
年
月
と

共
に
、
イ
タ
リ
ア
の
そ
の
当
時
の
元
号
で
あ
る
、
フ
ァ
シ
ョ

年
も
並
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ァ
シ
ョ
年
は
戦
後
に
削

除
さ
れ
た
よ
う
で
、
丸
く
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、

昭
和
十
四
年
は
フ
ァ
シ
ョ
年
十
一
年
に
あ
た
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

記
念
碑
を
見
た
後
、
築
山
を
下
り
、
庭
に
戻
っ
て
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
時
間
は
一
時
間
あ
ま
り
で
し
た
が
、
普
通
は

立
ち
入
れ
な
い
場
所
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
見
学
と
な
り
ま

し
た
。

最
後
に
見
学
及
び
写
真
撮
影
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た

イ
タ
リ
ア
大
使
館
と
案
内
を
し
て
下
さ
っ
た
ペ
ッ
シ
・
ロ
ベ

ル
ト
さ
ん
、
見
学
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
吉
田
さ

ん
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
大
使
館
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ

い
た
衆
議
院
議
員
の
逢
坂
誠
二
さ
ん
に
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

松
平
隠
岐
守
中
屋
敷
跡

  
（
現
イ
タ
リ
ア
大
使
館
）
見
学

代
表
代
行　

 

荻　

原　
　

栄 

忠臣蔵記念碑前にて

第3号 平成 24年６月大 石 主 税 ら 切 腹 の 地
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赤
穂
ノ
遺
臣
元
禄
十
五
年
極
月
十
四
日

復
仇
ノ
後
大
石
主
税
良
金
堀
部
安
兵
衛

武
庸
中
村
勘
介(

マ
マ)

正
辰
菅
谷
半
之
丞
政
利

木
村
岡
右
衛
門
貞
行
千
馬
三
郎
兵
衛
光

忠
岡
野
金
右
衛
門
包
秀
貝
賀
弥
左
衛
門

友
信
大
高
源
五
忠
雄
不
破
数
右
衛
門
正

税(

マ
マ)

等
十
士
ハ
松
平
隠
岐
守
邸
ニ
預
ケ
ラ

レ
シ
ガ
翌
年
二
月
四
日
切
腹
仰
付
ケ
ラ

レ
其
庭
前
ニ
自
裁
ス
邸
ハ
先
ノ
松
方
邸

ニ
シ
テ
現
伊
太
利
亜
大
使
館
敷
地
ニ
当

ル
因
テ
茲
ニ
其
忠
烈
ヲ
顕
彰
セ
ン
ガ
為

刻
シ
テ
依
テ
永
遠
ニ
傳
フ

　
フ
ァ
シ
ョ
十
○
年
（
○
は
削
り
取
ら
れ
不
明
）

　
昭
和
十
四
年
十
月
　
伊
太
利
亜
大
使
ア
ウ
リ
テ
イ

　
　
　
　
　
蘇
峯
　
徳
富
正
敬
誌

忠臣蔵記念碑 庭の池

庭の池－東側

記念碑　碑文

庭の池－西側

忠臣蔵記念碑－碑文

第3号 平成 24年６月現 イタリア 大 使 館 庭 園

（3）



四
月
十
五
日
、
曾
祖
父　

渡
辺
蒿
蔵　

旧
宅
記
念
式
典
に

参
列
。
至
福
の
一
刻
を
過
ご
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
長
屋
門
か
ら
、
明
治
中
期
の
主
屋
、
土
蔵
、

茶
室
、
数
寄
屋
風
表
と
奥
の
庭
園
。

野
村
市
長
の
御
挨
拶
に
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
裏
千
家

淡
交
会
の
皆
様
に
よ
る
茶
会
。

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館　

萩
な
ら
で
は
の
優
雅
な
一
服
、
感

無
量
。

有
意
義
な
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

渡
辺
蒿
蔵
は
松
蔭
門
下
生
と
し
て
九
十
七
歳
長
寿
を
全

う
し
、
四
十
九
歳
で
隠
居
し
た
あ
と
、
松
蔭
先
生
の
志
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
に
、
余
生
を
送
り
ま
し
た
。

松
蔭
神
社
参
拝
の
琹
（
昭
和
五
十
三
年
発
行
）
江
戸
護
送

途
中
、
泉
岳
寺
前
を
通
ら
れ
る
時
、
赤
穂
義
士
の
墓
前
に

手
向
け
の
歌

「
か
く
す
れ
ば
か
く
な
る
も
の
と
知
り
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
已
む
に
　
や
ま
れ
ぬ
　
大
和
魂
」

と
あ
り
ま
し
た
。

松
蔭
先
生
の
忠
臣
蔵
へ
の
思
い
は
、
松
門
四
天
王
の
一

人
、
入
江
九
一
に
伝
わ
り

「
赤
穂
浪
人
こ
そ
は
、
真
の
忠
義
を
実
行
し
た
人
達
で
あ

る
」と

の
言
葉
を
思
い
出
し
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）

十
一
月
十
九
日
、
高
輪
泉
岳
寺
に
詣
で
手
を
合
わ
せ
て
い

る
。

九
一
は
誠
に
才
智
あ
り
、
忠
義
の
志
厚
く
、
感
心
の
も
の

に
候
。
弟
野
村
靖
と
松
蔭
の
志
を
最
後
ま
で
実
行
し
よ
う
と

し
た
二
人
。

（
月
刊
松
下
村
塾
五
巻
）

志
と
気
力
が
充
実
し
て
い
れ
ば
、
目
標
が
ど
ん
な
に
遠
く

で
あ
っ
て
も
、
ま
た
ど
ん
な
に
困
難
で
あ
っ
て
も
、
で
き
な

い
こ
と
は
な
い
。

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
た
旧
宅
の
二
階
か
ら
見
る
面
影
山
、

土
手
の
花
壇
か
ら
桜
の
花
び
ら
が
舞
う
主
屋
、
庭
園
。

幕
末
か
ら
維
新
へ
の
歴
史
を
た
ど
る
時

吉
田
松
陰
が
忠
臣
蔵
精
神
に
感
銘
を
受
け
、
大
石
内
蔵
助

と
同
じ
様
に
忠
義
を
第
一
に
生
き
た
と
感
じ
ま
す
。

曾
祖
父
渡
辺
蒿
蔵
（
天
野
清
三
郎
）
が
、
松
蔭
先
生
留
魂

碑
除
幕
式
壇
へ

「
先
師
ほ
ど
世
に
忙
し
き
人
は
な
し

　
　
　
　
　
死
後
は
護
国
の
神
と
な
る
ま
で
」

祖
父
渡
辺
世
祐
が
蒿
蔵
翁
追
憶
座
談
会
（
昭
和
十
五
年
）

先
考
追
慕

「
百
と
せ
を
か
け
て
望
み
て
甲
斐
も
な
く

　
　
　
　
　
　
　
散
り
に
し
後
ぞ
思
ひ
出
で
ら
る
」

こ
れ
か
ら
の
時
代
歴
史
に
学
び
、
志
を
高
く
持
ち
生
き
て

い
き
た
い
と
思
う
昨
今
で
す
。

故
渡
辺
蒿
蔵
氏
は
元
中
央
義
士
会
会
長
渡
辺
世
祐
博
士

の
御
尊
父
に
当
た
ら
れ
ま
す
。
渡
辺
蒿
蔵
旧
宅
は
、
山
口
県

萩
市
大
字
江
向
五
番
地
に
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
萩
駅
か
ら
約
一

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
に
無
料
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

常
時
公
開
で
す
が
開
館
時
間
は
、
九
時
～
十
七
時
で
す
。

（
編
集
部
）

　
　
志
の
高
さ

㈶
中
央
義
士
会  

顧
問　

渡
辺　

寛　

平成 24年 4月 15 日　萩市　渡辺蒿蔵旧宅にて

渡辺蒿蔵旧宅配置図
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「
ど
ち
ら
を
向
い
て
切
腹
し
た
か
な
ん
て
、
そ
ん
な
に
大

事
な
こ
と
だ
ろ
う
か
？
」

き
っ
と
数
年
前
の
私
だ
っ
た
ら
、
そ
ん
な
風
に
感
じ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
今
で
は
こ
と
さ
ら
重
要
な

こ
と
に
思
え
て
く
る
の
で
す
か
ら
不
思
議
な
も
の
で
す
。

平
成
二
十
四
年
二
月
四
日
（
日
）、
義
士
達
の
命
日
に
あ

た
る
こ
の
日
、
中
央
義
士
会
の
主
催
で
旧
熊
本
藩
細
川
家
下

屋
敷
跡
（
東
京
都
港
区
高
輪
）
が
特
別
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
吉
良
邸
討
入
り
後
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
ら
十
七
人
が

預
け
ら
れ
た
屋
敷
の
一
角
で
、〝
ま
さ
に
こ
の
場
所
で
〟
大

石
内
蔵
助
ら
が
切
腹
し
た
と
い
う
場
所
で
す
。
普
段
は
閉
門

さ
れ
て
い
て
滅
多
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
企
画

を
知
っ
た
私
は
、
一
も
二
も
な
く
手
伝
い
を
兼
ね
て
の
参
加

を
決
め
ま
し
た
。
所
用
の
た
め
最
後
ま
で
立
ち
会
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参
加
し
て
気
付
い
た
こ
と
や
感
じ

た
こ
と
を
、
こ
こ
に
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

江
戸
時
代
、
細
川
家
五
十
四
万
石
の
下
屋
敷
が
あ
っ
た
場

所
は
現
在
、
高
輪
皇
族
邸
、
高
松
中
学
校
、
都
営
高
輪
一
丁

目
ア
パ
ー
ト
、
港
区
立
高
輪
図
書
館
、
そ
し
て
民
家
に
な
っ

て
い
ま
す
。
切
腹
の
地
は
、高
輪
中
学
校
と
都
営
高
輪
ア
パ
ー

ト
の
間
に
あ
り
、
史
蹟
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、
塀

に
囲
ま
れ
た
三
十
坪
ほ
ど
の
区
画
。
義
士
達
が
眠
る
泉
岳
寺

か
ら
も
、
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
特
別

公
開
が
行
わ
れ
た
の
は
、
正
午
か
ら
一
六
時
ま
で
。
そ
の
間

中
島
理
事
長
が
、
三
○
分
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で
合
計
七
回
、

現
地
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

食
い
入
る
よ
う
に
資
料
を
見
つ
め
る
見
学
者
の
姿
が
と
て
も

印
象
的
で
し
た
。
ま
た
時
に
毒
舌
を
交
え
な
が
ら
面
白
く
解

説
し
て
い
く
理
事
長
の
話
術
に
も
、
あ
ら
た
め
て
恐
れ
入
っ

た
次
第
で
す
。
見
学
者
の
総
数
は
、
冬
の
寒
い
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
二
六
〇
人
に
上
り
ま
し
た
。

切
腹
の
地
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
私
の
感
想
は
、「
意

外
に
狭
い
な
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
切
腹
時
に
義
士
が
着

座
し
た
と
さ
れ
る
場
所
に
は
、
目
印
の
庭
石
が
置
か
れ
て
い

ま
す
。
理
事
長
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
地
平
は
三
○
セ
ン
チ
程

地
下
で
あ
っ
た
ろ
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
目
印
の
庭
石
の
脇

に
立
つ
と
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ
感
慨
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。内

蔵
助
は
最
後
に
、
こ
こ
で
何
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
…
。

愛
妻
家
の
小
野
寺
十
内
は
、
や
は
り
妻
の
こ
と
を
思
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
…
。

幼
い
子
供
を
残
し
て
き
た
潮
田
又
之
丞
は
…
。

な
ど
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
義
士
達
の
心
中
に
思
い
を
巡
ら

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

思
う
に
、
三
百
十
年
前
に
切
腹
が
行
わ
れ
た
こ
の
場
所
が

今
も
こ
う
し
て
残
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
奇
跡
的
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
元
禄
十
六
年
二
月
四
日
、
内
蔵
助
ら
が

切
腹
し
た
直
後
、
当
時
の
藩
主
細
川
綱
利
が
「
十
七
人
の
勇

士
ど
も
は
、
我
家
の
守
り
神
で
あ
る
。
切
腹
の
場
所
は
浄
め

る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
ま
ま
長
く
保
存
す
る
よ
う
に
」
と
命

じ
な
け
れ
ば
、〝
な
ん
と
な
く
こ
の
辺
り
〟
と
い
う
レ
ベ
ル

で
今
に
伝
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
明
治
に
な

り
土
地
が
皇
室
所
有
と
な
っ
た
際
に
は
、
明
治
天
皇
が
「
旧

形
を
永
く
保
存
せ
よ
」
と
命
じ
た
こ
の
一
言
で
、「
切
腹
の
地
」

は
そ
れ
ま
で
と
同
様
に
保
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。
三
百
十
年
前
の
切
腹
の
地
が
〝
な
ん
と
な
く
こ
の
辺
り
〟

で
は
な
く
〝
ま
さ
に
こ
の
場
所
〟
と
し
て
残
っ
て
い
る
こ
と

に
、
改
め
て
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
日
私
が
門
の
脇
に
立
っ
て
見

学
者
に
資
料
を
お
配
り
し
て
い
る
時
の
こ
と
。
高
輪
ア
パ
ー

ト
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
男
性
が
寄
っ
て
来
て
、「
も
う
何

十
年
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
け
ど
、
門
が
開
い
た
の
を
始
め
て

見
た
」
と
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
に
と
っ

て
は
、
開
か
ず
の
扉
と
い
っ
た
印
象
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
た
ま
た
ま
通
り
か
か
っ
た
と
思
し
き
外
国
人
に
も
話
し

か
け
ら
れ
ま
し
た
。
や
り
手
の
証
券
マ
ン
ら
し
き
男
性
（
私

の
勝
手
な
想
像
で
す
が
）
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
た
よ

う
な
の
で
す
が
、
人
が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
中
断
、
私
に
話
し
か
け
て
き
た
の
で
す
。
私
が
「
英

語
は
話
せ
な
い
」
オ
ー
ラ
を
発
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
か

カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
で
「
チ
ュ
ウ
シ
ン
グ
ラ
、
デ
ス
カ
？
」

と
尋
ね
て
き
た
の
で
す
。
私
を
含
め
た
数
人
が
赤
穂
義
士
の

ハ
ッ
ピ
を
着
て
い
る
の
で
察
し
が
つ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
に
し
て
も
外
国
人
の
口
か
ら
い
き
な
り
「
チ
ュ
ウ

シ
ン
グ
ラ
」
と
い
う
単
語
が
で
て
き
た
こ
と
に
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
が
簡
単
な
説
明
（
も
ち
ろ
ん
日
本

語
で
）
を
し
て
あ
げ
る
と
彼
は
目
を
輝
か
せ
、
ア
イ
フ
ォ
ン

で
写
真
を
撮
っ
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。
彼
が
赤
穂
事
件
と

「
大
石
内
蔵
助
ら
切
腹
の
地
」

　
　
特
別
公
開
に
参
加
し
て

　
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
田
中
　
慎
一

第3号 平成 24年６月大石内蔵助ら切腹の地公開
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忠
臣
蔵
の
違
い
を
理
解
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、
外
国

人
の
目
の
色
を
変
え
さ
せ
る
ほ
ど
の
事
件
（
ド
ラ
マ
？
）
で
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
と
再
認
識
し
た
次
第
で
す
。

ま
た
今
回
の
特
別
公
開
に
先
立
っ
て
、
切
腹
の
地
に
ま
つ
わ

る
新
事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
大
石
内
蔵
助
ら
が
切
腹

し
た
時
の
方
角
に
つ
い
て
。
新
資
料
「
細
川
家
白
金
屋
敷
図
面
」

が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
西
向
き
で
切
腹
し
た

と
思
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
正
反
対
、
東
を
向
い
て
切
腹
し
た

可
能
性
が
強
く
な
っ
た
の
で
す
。
冒
頭
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、

以
前
の
私
で
し
た
ら
「
ど
ち
ら
で
も
…
」
と
思
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
。
で
も
実
際
こ
う
し
て
切
腹
の
地
に
立
っ
て
み
る
と
「
義
士

達
が
最
後
の
瞬
間
ど
ち
ら
を
向
い
て
い
た
か
」
は
、
と
て
も
重

要
な
こ
と
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
改
め
て
感
じ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
大
石
内
蔵
助
の
存

在
感
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
私
が
好
き
な
小
野
寺
十
内
も
こ

こ
で
切
腹
し
て
い
る
の
で
す
が
、
現
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と

「
大
石
内
蔵
助
が
果
て
た
場
所
に
い
る
…
」
と
の
意
識
が
頭
か
ら

離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
享
年
四
十
五
だ
っ
た
内
蔵
助
と
、
今
の

私
が
ほ
ぼ
同
年
齢
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
し
て
も
三
百
十
年
の
年
月
を
経
て
今
な
お
存
在
感
を
発
揮

す
る
内
蔵
助
に
つ
い
て
、
今
一
度
学
ん
で
み
た
い
と
の
思
い
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
昭
和
三
十
三
年
か
ら
二
年
と
い
う
時
間
を
か
け

こ
の
土
地
を
史
蹟
と
し
て
整
備
さ
れ
た
当
時
の
中
央
義
士
会
の

方
々
、
そ
し
て
今
回
の
特
別
公
開
を
企
画
さ
れ
た
中
島
理
事
長

を
は
じ
め
と
す
る
現
中
央
義
士
会
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
か
ら

敬
意
を
表
し
、
記
事
の
結
び
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

参
考
文
献
：
「
大
石
内
蔵
助
ら
切
腹
の
地
」
中
央
義
士
会
出
版

説明の様子
こちらを向いた右側が説明者の中島理事長

現代の地図に旧細川邸の絵を重ねた図
真中左少し下の■が切腹場所

大勢に囲まれての説明の様子
左端でカメラを構えているのは取材の赤穂タイムズ記者

切腹場所
真中の平らな石が切腹位置

第3号 平成 24年６月当日の参加者 26 0 名
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平
成
二
三
年
十
一
月
十
八
日
（
金
）
か
ら
十
九
日
（
土
）

に
か
け
て
、
中
央
義
士
会
の
富
岡
さ
ん
、
荻
原
さ
ん
、
柿
崎

さ
ん
、丸
山
さ
ん
、上
原
さ
ん
、金
子
さ
ん
、上
森
の
七
人
で
、

兵
庫
県
加
東
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
三
回
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ

ト
に
合
せ
て
、
義
士
・
浪
士
ゆ
か
り
の
地
二
十
余
ヶ
所
を
巡

る
旅
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
兵
庫
県
に
詳
し
い
柿
崎
、
丸
山
両
氏
が
ナ
ビ

ゲ
ー
タ
と
な
り
、
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
北
播
磨
地

方
に
眠
る
史
跡
を
訪
ね
る
の
を
主
な
目
的
に
し
ま
し
た
。

初
日
は
新
大
阪
駅
で
合
流
し
、
十
一
時
レ
ン
タ
カ
ー
に
乗

り
込
み
、
ま
ず
は
、
箕
面
市
萱
野
に
あ
る
大
阪
府
指
定
史
跡

の
「
涓
泉
亭
」・「
萱
野
三
平
旧
邸
長
屋
門
」
と
、
直
ぐ
近
く

に
あ
る
三
平
の
墓
所
を
訪
ね
ま
し
た
。

三
平
と
い
え
ば
、
江
戸
城
松
之
廊
下
の
刃
傷
事
件
を
赤
穂

に
知
ら
せ
る
第
一
便
の
使
者
と
し
て
早
駕
籠
で
昼
夜
の
別

な
く
駆
け
抜
け
、
途
中
駕
籠
が
西
国
街
道
沿
い
に
あ
る
実
家

の
前
を
通
り
過
ぎ
る
時
、
偶
然
葬
式
に
出
会
い
母
の
死
を
知

り
な
が
ら
任
務
を
優
先
す
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
駕
籠
を
赤
穂

へ
進
め
、
開
城
後
は
、
仇
討
ち
の
同
盟
に
加
わ
り
内
匠
頭
へ

の
忠
義
と
、
大
島
家
へ
の
仕
官
を
願
う
父
重
利
へ
の
忠
孝
の

板
ば
さ
み
と
な
り
、
苦
悩
の
末
、
元
禄
十
五
年
一
月
に
自
宅

長
屋
門
で
自
刃
し
、
二
十
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
話
は
、
読

者
の
皆
さ
ん
も
十
分
ご
存
知
で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上
で
、

あ
え
て
義
士
の
遺
薫
と
し
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

墓
所
で
、
母
小
ま
ん
の
命
日
が
、
元
禄
十
四
年
三
月
十
七

日
と
刻
ん
で
あ
る
の
を
確
認
し
、
当
時
の
三
平
の
胸
中
を
察

す
る
と
、
改
め
て
文
武
両
道
を
極
め
た
思
慮
深
く
、
重
い
、

辛
い
判
断
に
、
尊
敬
の
念
を
抱
い
た
次
第
で
す
。

次
に
今
回
の
主
な
目
的
地
で
あ
る
、
兵
庫
県
へ
向
う
た

め
、
車
は
中
国
自
動
車
道
を
通
り
、
加
東
市
（
旧
滝
野
町
）

へ
入
り
、
昼
食
に
地
元
の
人
気
店
「
大
橋
ラ
ー
メ
ン
」
を
食

べ
ま
し
た
。

昼
食
後
、
滝
野
で
神
崎
与
五
郎
が
普
請
に
関
わ
っ
た
と
さ

れ
る
「
与
五
郎
橋
」
で
、
予
め
お
願
い
し
て
い
た
地
元
の
方

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
方
が
子
ど
も
の
頃
、
地
域

の
長
老
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
た
話
に
よ
る
と
、
橋
の
地
点
が

谷
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
物
資
の
輸
送
に
苦
労
し
て
い
た

が
、与
五
郎
が
「
聖
神
池
」
の
築
造
資
材
を
搬
送
す
る
た
め
、

橋
を
架
け
た
お
陰
で
人
・
物
の
通
行
が
容
易
に
な
っ
た
と

説
明
板
も
掲
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
な
く
な
っ

た
の
で
、
数
年
前
、
地
元
老
人
会
が
「
与
五
郎
橋
」
と
い
う

石
柱
を
立
て
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

前
述
し
た
「
聖
神
池
」
は
、赤
穂
浅
野
家
の
「
加
東
郡
代
」

を
務
め
て
い
た
「
吉
田
忠
左
衛
門
」
が
築
造
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
確
認
し
よ
う
と
現
地
を
訪
れ
ま

す
と
、
確
か
に
「
与
五
郎
橋
」
か
ら
程
近
い
高
台
に
、
案
内

板
は
な
い
も
の
の
、「
聖
神
池
」
が
あ
り
ま
し
た
。

池
を
築
造
し
た
と
い
う
と
大
袈
裟
に
聞
こ
え
る
か
も
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
谷
状
に
な
っ
て
い
る
下
方
に
堤
を
築
い

て
、
大
き
な
溜
池
を
作
っ
た
と
い
う
ほ
う
が
イ
メ
ー
ジ
し
や

す
い
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
吉
田
忠
左
衛
門
に
よ
り
築
造
さ
れ
た
同
市
内
（
旧

社
町
）
に
あ
る
、
も
う
一
つ
の
池
、「
状
ヶ
池
」
を
訪
ね
ま

し
た
。
現
在
は
、
市
民
憩
い
の
場
「
状
ヶ
池
公
園
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
説
明
板
に
は
、「
築
造
中
に
刃
傷
事
件
を
知
ら

せ
る
書
状
が
忠
左
衛
門
に
届
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
名
が

付
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

旧
社
町
の
中
心
部
に
行
き
ま
す
と
、
幕
末
ま
で
旗
本
と
し

て
続
い
た
家
原
浅
野
家
の
祈
願
所
で
あ
る
「
観
音
寺
」
が
あ

り
、
境
内
に
は
内
匠
頭
の
石
碑
を
中
心
に
、
大
石
内
蔵
助
ら

四
十
七
士
の
石
碑
が
取
り
巻
く
形
で
祀
ら
れ
た
立
派
な
菩

提
所
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
観
音
寺
は
、
北
播
磨
に
お
け
る
義
士
顕
彰
の
拠
り
所

元
禄
快
挙
の
遺
薫
に
ふ
れ
る
旅

　
　
　
　
中
央
義
士
会
評
議
員
　
上
森
　
茂

萱野三平自滅の間

与五郎橋
（左から３人目は地元の方）
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と
な
り
、
毎
年
十
二
月
十
四
日
に
は
奉
賛
会
に
よ
り
義
士
祭

が
行
な
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
観
音
寺
の
直
ぐ
近
く
の
交
差
点
の
、
信
号
機
に

は
「
赤
岸
」
と
い
う
標
識
が
四
方
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。

赤
岸
は
、「
あ
こ
う
ぎ
し
」
が
な
ま
っ
た
も
の
だ
そ
う
で

す
が
、「
状
ヶ
池
」
と
い
い
、「
赤
岸
」
と
い
い
、
流
石
に
文

教
の
町
、
旧
社
町
の
面
目
躍
如
と
い
い
ま
す
か
、
日
本
人
が

喜
び
そ
う
な
表
現
の
巧
さ
に
感
心
し
た
次
第
で
す
。

次
に
、「
家
原
浅
野
家
の
陣
屋
跡
」
を
目
指
し
て
現
地
へ

向
い
ま
し
た
が
、
広
大
な
敷
地
に
大
衆
浴
場
「
夢
園
温
泉
」

が
無
人
で
廃
屋
と
な
り
、
関
係
車
両
数
台
が
放
置
さ
れ
た
ま

ま
で
、
位
置
的
に
は
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

史
蹟
・
碑
な
ど
探
し
た
結
果
、
確
実
な
手
掛
か
り
と
な
る
も

の
は
、
残
念
な
が
ら
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

思
い
直
し
て
、
次
の
目
的
地
、
吉
田
忠
左
衛
門
が
在
番
し

て
い
た
「
穂
積
郡
代
跡
」
へ
移
動
し
、
事
前
に
連
絡
し
て

い
た
現
家
主
の
三
浦
家
の
奥
様
の
了
解
を
得
て
、
持
参
し

た
「
穂
積
郡
代
跡
」
図
面
で
広
い
敷
地
内
を
検
索
し
た
結
果
、

図
面
に
よ
る
と
当
時
は
、
近
く
に
台
所
が
あ
っ
た
場
所
（
現

在
は
畑
）
に
あ
る
井
戸
二
基
を
現
地
で
発
見
、
図
面
と
照
し

合
せ
て
位
置
関
係
を
確
認
し
、
確
か
に
こ
こ
が
陣
屋
跡
で
あ

る
こ
と
を
確
信
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
敷
地
内
の
祠
の
位
置
や
陣
屋
を
囲
む
土
塁
の
一

部
も
図
面
通
り
今
も
残
っ
て
お
り
、
吉
田
忠
左
衛
門
に
も
会

え
る
の
で
な
い
か
と
錯
覚
が
脳
裏
を
横
切
り
ま
し
た
。

興
奮
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
奥
様
に
丁
重
に
お
礼
を
申
し
上

げ
、
次
の
目
的
地
で
あ
る
「
了
徳
寺
」
へ
向
い
ま
し
た
。

こ
の
寺
の
山
門
は
、
先
ほ
ど
訪
問
し
た
赤
穂
浅
野
家
の
陣

屋
（
穂
積
郡
代
）
の
門
を
移
設
し
た
も
の
で
、
つ
い
最
近
改

修
工
事
が
行
な
わ
れ
、
風
格
の
あ
る
寺
院
と
し
て
の
佇
ま
い

に
思
わ
ず
手
を
合
せ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

続
い
て
、
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト
会
場
の
「
滝
野
文
化
会
館
」

へ
行
き
ま
し
た
が
、
交
流
会
議
で
参
加
自
治
体
の
熱
が
入
り

過
ぎ
た
の
か
、
進
行
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
た
め
、
基
調
講

演
も
短
縮
さ
れ
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
歴
史
と
文
化
を
生
か

し
た
地
域
振
興
」
の
入
り
口
付
近
で
終
っ
て
し
ま
い
、
や
や

消
化
不
良
の
ま
ま
午
後
五
時
過
ぎ
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
忠
臣
蔵
に
関
係
し
た
テ
ー
マ
で
あ
れ
ば
興
味
を
持

て
た
と
思
い
ま
す
。

一
日
目
最
後
の
予
定
に
、
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
、
直
ぐ
隣
の

「
加
古
川
流
域
滝
野
歴
史
民
族
資
料
館
」
で
「
小
野
寺
十
内

の
使
っ
た
鎖
帷
子
」（
伝
）
の
特
別
参
観
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

箱
書
き
に
よ
る
と
、
十
内
が
か
つ
て
五
峰
山
光
明
寺
に
鎧

や
鎗
を
納
め
た
と
小
野
寺
家
に
伝
わ
る
「
偲
祖
記
」
に
記
さ

れ
お
り
、
昭
和
四
十
五
年
当
時
、
小
野
寺
家
に
は
、
十
内
着

用
の
鎖
帷
子
一
領
、
鎗
一
本
、
鳶
口
一
本
の
み
が
残
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
鎖
帷
子
は
鉄
製
の
た
め
、
腐
食
が
甚
だ
し
く
、

十
内
の
十
代
目
道
太
氏
は
、
縁
者
の
滝
野
町
曽
我
の
竹
内

孝
二
氏
を
介
し
て
鎖
帷
子
保
存
用
木
箱
（
五
峰
山
古
代
杉
）

を
調
整
し
、
光
明
寺
に
寄
進
し
た
と
あ
り
ま
す
。

討
入
り
で
、
四
十
七
士
か
ら
死
者
を
出
さ
な
か
っ
た
要
因

の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
鎖
帷
子
」
は
、
鉄
製
の
細
か
な
鎖

を
編
み
込
ん
だ
ブ
レ
ザ
ー
状
の
も
の
で
、「
一
向
二
裏
」
戦

法
に
加
え
、
こ
れ
な
ら
吉
良
側
の
刀
も
「
赤
穂
義
士
」
に
は

届
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
納
得
し
、
負
け
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
い
戦
い
に
、
改
め
て
大
胆
細
心
な
戦
略
と
戦
術
を
要
し
た

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

七
時
間
足
ら
ず
で
、
大
き
な
収
穫
を
得
た
一
日
目
の
旅

は
、
五
峰
山
中
腹
の
展
望
台
か
ら
播
磨
平
野
の
夜
景
を
一

望
で
き
る
お
ま
け
が
付
き
、
無
事
終
了
し
、
宿
泊
先
の
「
滝

寺
荘
」
へ
入
り
ま
し
た
。

宿
の
直
ぐ
南
側
は
加
古
川
が
流
れ
、
各
部
屋
の
眼
下
に

は
、「
闘
竜
灘
」
と
言
わ
れ
、
川
の
中
に
奇
岩
と
瀑
布
が
あ

る
珍
し
い
風
景
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
朝
か
ら
全
国
的
な
雨
模
様
の
中
、
午
前
八
時

過
ぎ
に
宿
を
出
発
、
西
脇
市
の
南
部
経
由
で
多
可
町
中
区
へ

行
き
、
播
州
糀
屋
稲
荷
神
社
宮
司
の
山
本
家
墓
域
内
で
管
理

し
て
い
る
「
奥
野
将
監
」
の
墓
へ
参
拝
す
る
許
可
を
取
り
、

徒
歩
で
近
く
の
山
裾
に
あ
る
将
監
の
墓
を
目
指
し
ま
し
た

が
、
雨
が
一
番
激
し
い
時
間
帯
で
周
辺
は
暗
く
、
足
元
は
ぬ

穂積郡代跡
（右下と真ん中僅か左に井戸の跡）

観音寺墓所

（中央が浅野内匠頭の供養墓左右と周囲にある墓が四十七士の供養墓）
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か
る
み
、
前
に
な
か
な
か
進
め
な
い
状
況
で
、
墓
を
見
つ
け

る
の
に
手
間
取
り
、
将
監
が
私
達
に
来
て
欲
し
く
な
い
シ
グ

ナ
ル
を
出
し
て
い
る
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
が
、
何
と
か
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
丁
重
に
お
参
り
を
済
ま
せ
下
山
し
た

次
第
で
す
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
地
域
は
酒
米
の
王
者
「
山
田
錦
」
の

発
祥
の
地
で
あ
り
、
手
す
き
和
紙
「
杉
原
紙
」（
播
磨
椙
原
）

の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。

次
に
、
同
じ
多
可
町
の
八
千
代
区
へ
移
動
し
、
大
石
内
蔵

助
が
安
定
し
た
藩
財
政
の
た
め
、
米
の
石
高
を
増
や
そ
う
と

普
請
し
た
溜
池
な
ど
（
伝
）
当
時
と
し
て
は
大
規
模
工
事
で

あ
っ
た
灌
漑
工
事
の
跡
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
西
谷

公
園
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
り
、
洪
水
吐
の
石
垣
と
底
樋
管
の
ト

ン
ネ
ル
の
み
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
加
西
市
上
芥
田
の
山
深
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

名
刹
「
久
学
寺
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

久
学
寺
は
、
赤
穂
浅
野
家
初
代
の
長
直
の
時
代
か
ら
浅
野

家
と
所
縁
が
あ
る
お
寺
で
、
事
前
に
連
絡
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
二
十
四
世
の
前
住
職
が
如
何
に
も
修
行
を
長
年
積
ま

れ
た
柔
和
な
お
顔
で
丁
寧
に
対
応
し
て
下
さ
り
、
新
築
中
の

本
堂
脇
の
庫
裏
で
久
学
寺
と
赤
穂
義
士
の
つ
な
が
り
を
詳

し
く
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
上
、
義
士
か
ら
先
祖
供
養
の
依

頼
状
な
ど
寺
宛
の
書
簡
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
お
寺
は
、
先
に
訪
れ
た
西
谷
公
園
か
ら
一
山

越
え
た
ほ
ぼ
真
裏
に
あ
た
り
、
内
蔵
助
は
、
灌
漑
工
事
の

進
捗
状
況
を
見
る
た
め
再
三
訪
れ
、
久
学
寺
を
宿
所
に
し
、

当
時
の
八
世
住
職
と
囲
碁
を
楽
し
み
、
こ
こ
か
ら
工
事
現
場

ま
で
約
二
キ
ロ
の
山
道
を
通
っ
て
い
た
と
の
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
す
。

次
に
、
奥
野
将
監
が
隠
棲
生
活
を
送
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

る
、
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
加
西
市
下
道
山
の
磯
崎
八
幡
宮
を

目
指
し
て
移
動
し
、
神
社
付
近
の
隠
棲
地
に
立
ち
ま
し
た

が
、
人
目
を
避
け
た
い
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
寂
し
い
場

所
で
し
た
。

大
石
家
と
は
縁
戚
に
繋
が
り
家
老
に
継
ぐ
組
頭
の
将
監

は
、
一
千
石
を
与
え
ら
れ
て
い
た
幹
部
で
、
し
か
も
仇
討
ち

連
判
に
参
加
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
理
由
で
脱
盟
し
た
か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
享
年
八
十
二
歳
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
か
ら
、

討
入
り
後
、
二
十
五
年
も
世
間
を
憚
る
生
活
は
、
本
人
も
娘

さ
ん
も
さ
ぞ
辛
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
ま
し
た
。

な
お
、隠
棲
地
に
は
「
将
監
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）

に
播
磨
多
可
郡
糀
屋
村
で
没
し
た
」
と
の
案
内
板
が
あ
る
の

で
、
何
ら
か
の
訳
あ
っ
て
、
晩
年
糀
屋
村
に
行
っ
た
の
ち
生

涯
を
閉
じ
、
播
州
糀
屋
稲
荷
神
社
の
宮
司
で
あ
っ
た
山
本
家

の
墓
所
に
葬
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
旅
も
い
よ
い
よ
終
盤
と
な
り
、
同
市
内

西
長
町
の
小
野
寺
一
族
の
墓
碑
を
訪
ね
ま
し
た
。
市
道
沿
い

の
二
十
坪
程
度
の
土
地
に
あ
る
墓
碑
に
は
、
小
野
寺
十
内
と

養
子
幸
右
衛
門
な
ど
の
一
族
八
名
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
こ
は
、
近
く
に
住
む
小
野
寺
家
に
所
縁
の
あ
る
古
田
家

が
管
理
と
供
養
を
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

次
に
、
今
回
の
最
後
の
目
的
地
で
あ
る
同
市
北
条
町
に
向

い
ま
し
た
。
現
北
条
町
は
、潮
田
叉
之
丞
の
姉
の
嫁
ぎ
先（
渡

辺
与
左
衛
門
）
が
あ
り
、
叉
之
丞
が
赤
穂
開
城
後
残
務
処
理

を
誠
実
に
済
ま
せ
、
母
・
妻
・
娘
と
共
に
、
そ
こ
へ
身
を
寄

せ
ま
し
た
が
、
岳
父
の
小
山
源
五
衛
門
が
、
お
家
再
興
の
望

み
が
断
た
れ
た
の
ち
脱
盟
す
る
と
愛
妻
を
離
縁
し
、
源
五
衛

門
と
義
絶
し
て
い
ま
す
。

大
活
躍
し
た
討
入
り
後
、
細
川
家
に
預
け
ら
れ
、
切
腹
が

決
ま
る
と
、「
武
士
の
道
と
ば
か
り
を
一
す
じ
に　

お
も
ひ

立
ぬ
る
死
出
の
旅
路
に
」
と
い
う
辞
世
を
母
に
託
し
て
い
ま

す
。小

高
い
丘
に
あ
る
墓
所
で
、
一
人
眠
る
叉
之
丞
の
実
母
の

墓
に
、
私
た
ち
の
旅
の
無
事
の
感
謝
も
込
め
て
お
参
り
を

し
、
旅
の
締
め
く
く
り
と
し
ま
し
た
。

レ
ン
タ
カ
ー
の
返
却
先
に
選
ん
だ
姫
路
駅
ま
で
は
時
間

に
余
裕
が
あ
る
の
で
、
播
磨
地
方
で
明
治
か
ら
大
正
に
掛
け

て
神
社
に
「
忠
臣
蔵
関
連
の
絵
馬
」
を
奉
納
す
る
こ
と
が
盛

ん
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限
り
、
神
社
に
立
ち
寄
り
見

学
し
よ
う
と
、
福
崎
町
周
辺
に
あ
る
「
一
之
宮
神
社
」、「
正

八
幡
神
社
」、
小
さ
な
神
社
で
は
、
著
名
な
民
俗
学
者
柳
田

国
男
が
幼
少
の
頃
よ
く
遊
ん
だ
と
い
う
生
家
近
く
の
「
鈴
の

森
神
社
」
な
ど
で
、
大
小
多
く
の
忠
臣
蔵
関
連
の
絵
馬
に
接

し
、
ま
さ
に
忠
臣
蔵
漬
け
の
二
日
間
で
し
た
。

最
後
に
赤
穂
浅
野
家
断
絶
後
、
義
士
の
親
族
が
多
く
移

り
住
ん
だ
と
い
う
今
な
お
昔
の
雰
囲
気
の
残
る
町
並
み
「
亀

山
」
地
区
を
車
窓
見
学
し
て
、
姫
路
駅
で
午
後
五
時
前
、
無

事
旅
の
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
超
が
付
く
ほ
ど
の
ハ
ー
ド
な
日
程
で
し
た
が
、

改
め
て
、
日
本
人
が
誇
れ
る
精
神
的
文
化
遺
産
の
大
切
さ
に

気
付
く
こ
と
が
で
き
た
「
元
禄
快
挙
の
遺
薫
に
ふ
れ
る
旅
」

で
し
た
。

紙
上
を
お
借
り
し
て
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
関
係
者
の

皆
様
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

奥野将監の墓

第3号 平成 24年６月元禄事件の余波も考えましょう
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大
正
十
一
年
十
一
月
十
一
日
、
弘
前
在
住
の
弥
富
破
魔
雄
氏
が
発
刊
さ
れ
た
「
義
士
帖
」

の
内
、
潮
田
又
之
丞
高
教
「
討
入
引
揚
道
筋
図
」
と
い
う
、
四
十
七
士
の
内
の
一
人
が
示
し

た
引
揚
げ
図
が
あ
る
。
現
在
、
こ
の
図
は
赤
穂
大
石
神
社
の
所
有
物
に
な
っ
て
い
る
図
史
料

で
あ
る
。

こ
の
図
は
、
討
入
り
後
細
川
家
に
お
預
か
り
に
な
っ
て
い
た
間
の
元
禄
十
五
年
十
二
月

二
十
六
日
、
堀
内
伝
右
衛
門
が
潮
田
又
之
丞
よ
り
貰
い
受
け
た
引
揚
げ
の
一
部
を
示
し
た
図

で
あ
る
。

従
っ
て
、
こ
の
図
は
後
に
大
石
神
社
に
引
き
継
が
れ
た
「
津
軽
大
石
家
文
書
」
の
一
部
で

は
な
く
、
義
士
切
腹
後
伝
右
衛
門
と
無
人
親
子
と
の
交
際
が
始
ま
り
、
そ
の
交
際
の
中
で
伝

右
衛
門
よ
り
無
人
に
譲
ら
れ
た
図
面
で
あ
る
。

こ
の
図
を
見
て
、
先
ず
お
ど
ろ
く
事
は
、

（
一
）
表
門
東
組
二
十
三
名
の
斥
候
を
務
め
た
の
が
大
石
三
平
で
あ
っ
た
事
。
図
⑰

裏
門
西
組
二
十
四
名
の
斥
候
は
無
人
が
務
め
た
事
。
図
⑭

こ
の
大
石
親
子
（
無
人
・
三
平
）
の
行
動
は
、
現
在
の
法
律
や
我
々
の
常
識
を
持
っ

て
し
て
も
完
全
に
共
犯
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
三
百
十
年
前
の
刑
法
で
は
、
情

が
絡
む
と
目
こ
ぼ
し
も
多
く
な
る
と
い
う
事
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
。

（
二
）
討
入
ら
れ
た
吉
良
家
家
臣
が
南
側
長
屋
の
横
板
に
穴
を
開
け
、
一
時
逃
げ
去
っ
た
事
。
図
⑯

こ
れ
は
「
佐
藤
條
右
衛
門
覚
書
」
に
も
目
撃
者
の
証
言
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
の

で
間
違
い
な
く
、
事
実
で
あ
っ
た
事
が
裏
付
け
さ
れ
る
。

（
三
）
隣
家
土
屋
主
税
家
の
表
門
が
西
向
き
で
、
吉
良
邸
裏
門
に
近
か
っ
た
事
。
図
つ

こ
の
事
も
、
土
屋
家
用
人
竹
中
助
右
衛
門
が
残
し
た
「
元
禄
実
紀
」
に
示
さ
れ
て

い
る
が
如
く
、
討
入
る
前
後
に
、
義
士
が
挨
拶
に
来
た
事
を
示
す
傍
証
と
な
ろ
う
。

（
四
）「
専
岳
寺
へ
取
籠
候
道
筋
人
足
二
十
五
人
」「
新
大
橋
へ
十
六
人
参
候
」
等
の
「
文
言
」

に
よ
り
引
揚
げ
人
数
が
二
手
に
分
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
事
。
図
④
⑤
⑨

こ
の
事
は
「
寺
坂
日
記
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
新
大
橋
を
渡
っ
た
人
数
が

い
た
と
見
て
間
違
い
な
く
、そ
の
新
大
橋
を
渡
っ
た
人
数
の
内
に
「
寺
坂
吉
右
衛
門
」

が
い
た
事
は
、
寺
坂
自
記
に
「
新
大
橋
に
か
か
り
・
・
・
」
と
記
し
た
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。

（
五
）「
茶
屋
宗
好
屋
鋪　

茶
屋
有　

此
茶
屋
に
て
不
残
致
支
度
参
候
由
」
の
メ
モ
は
、正
に
、

両
国
橋
東
詰
の
小
休
止
を
示
す
も
の
で
あ
る
事
。
図
⑧

こ
の
場
所
（
両
国
橋
東
詰
）
の
小
休
止
が
「
易
水
連
袂
録
巻
之
五
」
に
示
す
「
酒

屋
十
兵
衛
口
上
書
之
事
」
等
の
伝
説
を
生
む
事
に
繋
が
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
赤
穂
義
士
の
事
実
が
、
明
治
二
十
二
年
重
野
安
繹
が
発
表
さ
れ
て
、
様
々

な
憶
測
や
伝
説
、
近
年
一
部
の
作
家
等
に
よ
り
狂
気
と
も
取
れ
る
説
論
等
が
蔓
延
し
て
い
る

現
状
で
あ
る
が
、
事
実
と
い
う
も
の
は
、
全
て
証
拠
主
義
に
よ
る
暴
か
れ
方
が
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

そ
し
て
、
そ
の
証
拠
と
な
る
の
が
、
今
回
示
し
た
よ
う
に
、
当
人
た
ち
が
筆
蹟
し
た
一
級

史
料
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、今
回
示
し
た
「
潮
田
図
」
に
も
、こ
れ
で
全
て
が
判
明
す
る
訳
で
は
な
く
、む
し
ろ
、

新
し
い
疑
問
も
生
じ
さ
せ
る
。

今
後
、

（
一
）
引
揚
げ
時
、
隊
列
は
二
手
に
分
か
れ
た
他
の
史
料
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
）「
宗
好
」
と
い
う
茶
屋
の
存
在
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
包
装
紙
に
示
さ
れ
て
い
る

「
吉
良
上
野
屋
敷
絵
図
面　

南
禅
寺
よ
り
」
の
意
味
が
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
事
。

以
上
の
よ
う
な
事
案
を
追
求
し
て
行
く
の
が
、
我
々
義
士
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
人
間
の

使
命
で
あ
る
。

三
百
十
年
前
に
起
き
た
「
元
禄
赤
穂
事
件
」。
途
中
、
お
芝
居
に
彩
ら
れ
日
本
人
の
心
の

内
側
に
張
り
付
い
て
は
き
た
も
の
の
、
段
々
に
様
々
な
暴
論
に
影
響
さ
れ
剥
が
れ
落
ち
て
き

て
い
る
事
は
実
に
残
念
な
仕
儀
で
あ
る
。

潮
田
又
之
丞
の

  「
討
入
引
揚
道
筋
図
」

中
島
康
夫
　

第3号 平成 24年６月「 義 士 帖 」 よ り
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①　両国橋（旧両国橋）
②　町屋補（うどん屋久兵衛この辺りか？）　　御用石場
③　寄手舟三艘にて参。是より揚る　　　　12月 14日夜丑の刻
④　新大橋へ 16人参候
⑤　専岳寺～取籠候道筋人足 25人
⑥　壱つ目（橋）（この橋を渡り永代橋方面へ）
⑦　通り　二番手此道より行く
⑧　茶屋宗好屋補　茶屋有　此茶屋にて不残致支度参候由
⑨　廻向院表門通　三番手６人此道行
⑩　茶屋有　宗好やしき

ひ　（両国橋東詰　義士集合場所）
⑪　永代橋へ参候霊岸島より舟に乗。上野殿首提参
⑫　道　一番手此道より行
⑬　此所に上野介殿へ出入りの青物屋有之左の股を半弓にて射られ候由
⑭　裏門　無人此所迄案内相図を知る　此内打破押入申候　階子二丁　△二丁有之候

ま　町屋補（前原米店）（相生町二丁目）
つ　土屋主税表門（西向き）
ほ　本多孫太郎（正頼）表門（東向き）
⑮　御台所町通り（京葉道路）
⑯　此所破屋敷者逃る（南側長屋）
⑰　此所はしご有り　三平此所迄案内　内の様子能知る　相図を定
⑱　此辺に鎗の鞘大分捨有之但鎗も一本捨有之
と　旗本屋補（島井久太夫屋敷）
い　旗本屋補（牧野長門守屋敷）

　　包紙表「吉良上野屋敷絵図面　南禅寺より」
　　朱筆にて　細川様へ御預中元禄 15年 12月 26日
　　堀内伝右衛門高教より貫受タル由
注：（伝右衛門所有物であり、津軽大石家史料の一部ではない）
　　東西２尺２寸９分　南北１尺７寸７分
追：（　）内は筆者の説明、①～⑱ま等記号も同断。

潮田又之丞高教討入引揚道筋図中説明文

平成 24年 1月 8日

月一勉強会教材

中島康夫

第3号 平成 24年６月討入引揚道筋図の説明
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潮田又之丞高教「討入引揚道筋図」

第3号 平成 24年６月討　入　引　揚　道　筋　図
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  ＮＰＯ法人設立記念 

第８回忠臣蔵通２級検定試験問題 
［申込方法］ 
・ 検定試験の受験をご希望の方は、住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号並びに、第８回２級検定試験

申込と記入した用紙を、下記宛てＦＡＸまたは郵送でお送り下さい。ＦＡＸをお持ちの方は、でき

るだけＦＡＸでお願い致します。折り返し受験要項をお送り致します。 
   宛先 〒135-0047 東京都江東区富岡１－１７－１－４０３ 
     ＮＰＯ法人 忠臣蔵を守る会 

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７ 
・ 受験要項に従って、検定試験料をお振り込み下さい。振り込みで受験申込となります。 
・ 受験申込された方に問題の解答票をお送り致しますので、解答票に解答をご記入しお送り下さい。 
・ 合否は１１月になってからお知らせ致します。 
［注意事項］ 
・ 合格点は８０点です。２４問以上正解で合格となります。 
・ ご自宅で資料を調べて解答していただいて結構です。 
・ 試験問題を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。 
・ 同じく、会員、受験者同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げるのは、連絡しあ

っている方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。 
・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題も出題されています。 
・ 記入問題については、解答用紙以外に別紙を添付していただいても結構です。 
・ 受験料は締め切りの 1 ヶ月前までにお納め下さい。 
・ 最終提出日は、平成２４年１０月末日です。 

平成２４年６月 

第１問 関ヶ原役の幕開きとなった、伏見城の戦いで思い出される方はどなたでしょうか。 

第２問 
浅野長政は、秀吉死後、一時期府中の平田家に隠棲していたことがありましたが、どんな理

由からでしょうか。 

第３問 
元禄事件発生当時、家老大野九郎兵衛の役職はどれでしょうか。 
 
①江戸家老  ②城代家老  ③筆頭家老  ④仕置家老 

第４問 大石内蔵助の山鹿兵法の師はどなたでしょうか。 

第５問 
赤穂浅野家が改易になり、赤穂在住藩士が赤穂を離れる際、通行手形はどなたが発行してい

たのでしょうか。２名のうち１名を書いて下さい。 

第3号 平成 24年６月2 級試験はＮＰＯ法人に移行しました
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第６問 赤穂義士の遺品として、おかめの面を預かっている寺院は何という所でしょうか。 

第７問 
新潟県と関係のある赤穂義士といえば、堀部安兵衛が有名ですが、あと２名おります。その

内１名の方の名を書いて下さい。 

第８問 
赤穂義士の中で現在まで、その方の血痕が残っている方がおりますがどなたでしょう。確か

な方を挙げて下さい。 

第９問 中村橋といえば、あなたの脳裏に何が浮かびますか。書いて下さい。 

第 10 問 赤穂義士の中で歯ぎしりをよくする方がおりましたがどなたでしょうか。 

第 11 問 甲斐庵といえばどなたを思い出されるでしょうか。 

第 12 問 元禄１５年４月、大石内蔵助はお伊勢参りをしておりますが、どなたが同行したでしょうか。 

第 13 問 はぜの木はろうそくの原料となる実がなりますが、どなたを思い出されますか。 

第 14 問 
大石内蔵助は元禄１５年１０月７日、二度と帰らぬ旅に出ますが、その時の同行者の名を見

て、あなたは何を思われますか。 

第 15 問 

討入りをした時、吉良上野介は病気がちであったと、史料にありますが、討取られた時の上

野介の髪型はどれでしたでしょうか。 
 
①総髪   ②さかやき  ③長髪   ④茶せん髪 

第 16 問 四十七士の中で二番目に酒の好きな方はどなたと思われますか。その方の名を書いて下さい。 

第 17 問 
大石頼母良重の妻の墓は、現在どこにありますか。 
 
①正山寺   ②国正寺   ③泉岳寺   ④青松寺 

第 18 問 熊田葦城著「日本史蹟 赤穂義士」という本の特徴を書いて下さい。 

第 19 問 
江戸の商人が「江戸中の手柄」と表現した史料は、現在、どこのなんという方が持っている

でしょうか。公共の施設の場合もあります。 

第 20 問 
四十七士の中で、自身田畑を所有し、小作人などを使い比較的に裕福であった赤穂義士はど

なたでしょうか。 

第3号 平成 24年６月出題の本筋を見抜くこと
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第 21 問 
赤穂義士たちは、結局、元禄１６年２月４日、各大名家で切腹することになるのですが、切

腹の順序で不満の言葉を残して死んでいった方がおります。その方の名を書いて下さい。 

第 22 問 引揚げの途中、転んで実父に叱られた赤穂義士がおりますがどなたでしょうか。 

第 23 問 
四十七士は討入りの間近になり、金銭に大変苦労しますが、その事が史料に残っていて、一

番お金に困った方はどなたでしょうか。 

第 24 問 
明治１７年に始まった「加波山事件」に関わった赤穂義士の子孫の方がおります。四十七士

のどなたの子孫でしょうか。 

第 25 問 
大石内蔵助は、元禄１５年１２月１４日に３名の者に「去年以来志浅深之働之次第」を発送

しますが、その真筆は一通でも残っているのでしょうか。知っている限りのことを端的に書

いて下さい。 

第 26 問 
江戸に集まってきた浪士たちは、吉良邸探索に当たり、吉良邸のことを符号で呼び合ってい

ましたが、何と呼んでいたでしょうか。 

第 27 問 
大石家は禄高が１５００石でしたが、どのような形で禄を受けていたのでしょうか。 
 
①実表米で  ②合力米で  ③知行領地として  ④新田開発地として 

第 28 問 
大石内蔵助と理玖は、元禄１５年４月の中旬、永遠の別れ、いわゆる俗に「山科の別れ」と

してドラマにもなっている離別をしますが、その時、理玖が手を引いて連れて行った子供の

名前を書いて下さい。 

第 29 問 
次の史料の内、一番初めに脱稿されたのは何番でしょうか。 
 
①赤穂義人録  ②易水連袂録  ③江赤見聞記  ④忠誠後鑑録 

第 30 問 

浅野内匠頭の弟、大学は名目３０００石の旗本寄合に列しておりましたが、実収入はどこか

ら得ていたでしょうか。 
 
①幕府の旗本領地      ②赤穂５万石の内の御成物 
③幕府よりの実表米      ④赤穂領内の新田 

 
●問題の解答用紙は、試験を申し込みされた方にお送り致しますので、その用紙を用いて

解答をお返し下さい。 
●文章で答える問題はなるべく短く簡潔にお答え下さい。解答にならない分かりきってい

ることは書かないのがコツです。 
●中央義士会の過去の出版物でも誤記はありますので充分確認の上、解答して下さい。 

第3号 平成 24年６月解 答 は 簡 潔 に 書 くこと
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昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
我
々
の
心
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま

し
た
。
こ
の
時
と
ば
か
り
に
出
て
く
る
エ
セ
学
者
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
い
う
名
の
偽
物
が
、
誤
っ
た
知
識
を
浸
透
さ
せ
、
人
々
が

騙
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
全
く
、
地
元
の
歴
史
家
が
や
っ
て
い
な
い

と
発
表
し
て
い
る
土
木
事
業
を
や
っ
た
こ
と
に
し
て
、
名
君
に
し

た
て
あ
げ
て
い
る
ど
な
た
か
と
同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ま
あ
、
何
事
も
ほ
ど
よ
う
せ
ん　
　

惣
右
衛
門

世
の
中
が
ど
ん
な
に
変
わ
っ
て
も
日
本
人
の
心
は

変
わ
ら
な
い

人
と
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
心
構
え
を

学
び
次
の
世
代
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い進

藤
　
務
　

デ
ー
プ
ス
ペ
ク
タ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
の
忠
臣
蔵
論
は
メ
チ
ャ

ク
チ
ャ
だ
。
あ
な
た
の
母
国
に
も
、
Ｏ
Ｋ
牧
場
の
決
闘
な
る

物
語
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
忠
臣
蔵
の
物
語
も
、
あ
れ
と
同
じ

で
す
よ
。
こ
れ
以
上
、日
本
に
居
ら
れ
る
必
要
は
な
い
か
ら
、

一
日
も
早
く
、
母
国
へ
お
帰
り
な
さ
い
。
あ
な
た
の
よ
う
な

方
を
出
演
さ
れ
る
テ
レ
ビ
局
に
も
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
ね
。

昼
あ
ん
ど
ん
よ
り　

先
日
会
社
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー

ス
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
、
一
番
著
明
に
行
っ
て
い
る
の

が
テ
レ
ビ
局
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ニ
ュ
ー
ス
に
採
り
上
げ
る
資

格
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
胸
に
手
を
当
て
な
く
と
も
直
ぐ
思
い

当
た
る
で
し
ょ
う
。
知
っ
て
い
ま
す
よ
。三

村
次
郎
左
衛
門
よ
り　

史
実
を
知
る

　
　
　
楽
し
さ
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
内
山
　
晴
代

東
京
都
板
橋
区
在
住

大
石
内
蔵
助
と
吉
田
松
陰

忠
臣
蔵
が
長
州
藩
に
与
え
た
影
響
を
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
御
指
導
下
さ
い
。

渡
辺　

寛

入
会
し
て
３
年
目
ま
だ
ま
だ
元
禄

事
件
は
知
ら
な
い
事
ば
か
り
。
毎

月
の
勉
強
会
で
わ
か
る
の
で
楽
し

く
学
ん
で
い
ま
す
。荒

川
区
　
金
子
堅
一

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
課
題

一
、
講
演
会
や
集
い
な
ど
の
積
極
開
催

一
、
正
し
い
歴
史
認
識
、
事
実
探
求
と
い
う
会
の
方
針
の
堅
持

一
、
赤
穂
市
と
の
連
携
の
強
化
、
相
互
研
鑽

播
州
赤
穂
浪
人
よ
り
　

（
財
）
中
央
義
士
会

　
理
　
事

　
高
　
城
　
和
　
夫

東
京
都
西
国
分
寺
在
住
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